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2018年７月５日　第 334 号

6/10中央と連帯した青森市民集会

討
論
し
な
が
ら
の
憲
法
講
座

奥
村
議
長
と
三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

新
議
長
に
田
村
氏
を
選
出

県社保協18年度総会
と　き 7 月 28 日 ( 土 )　13 時半

ところ 青森市アスパム 5F

記念講演 「憲法９条を生かすとはどういうことか」

講　師 長久啓太 氏
 ( 岡山県学習協事務局長・労教協常任理事 )

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

平
成
30
年
度
の
地
域
別
最
低
賃

金
改
定
の
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。青
森
県
の
審
議
会
は
第
１

回
が
７
月
。こ
こ
か
ら
約
３
ヶ

月
あ
ま
り
で
今
年
度
の
青
森
県

の
最
低
賃
金
が
決
ま
る
訳
だ
が
、

思
い
返
せ
ば
、私
が
高
校
生
の

時
に
駅
前
の
ロ
ッ
テ
リ
ア
（
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
の
お
店
）で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
た
と
き
の
時

間
給
が
確
か
500
円
。そ
の
年
の

最
低
賃
金
を
調
べ
て
み
た
ら
491

円
（
ち
な
み
に
東
京
都
は
575

円
）だ
っ
た
。現
在
の
青
森
県
の

最
低
賃
金
が
738
円
（
東
京
都
958

円
）だ
か
ら
、約
30
年
で
238
円

（
東
京
都
は
383
円
）上
が
っ
た

こ
と
に
な
る
。う
〜
ん
…
。さ
て
、

２
０
１
０
年
の
政
労
使
合
意
で

は
「
で
き
る
限
り
早
期
に
全
国

最
低
800
円
を
確
保
、景
気
状
況

に
配
慮
し
つ
つ
、２
０
２
０
年

ま
で
に
全
国
平
均
１
０
０
０
円

を
目
指
す
」と
な
っ
て
い
る
。こ

の
合
意
を
国
民
と
の
「
約
束
」

だ
と
し
て
、守
ら
せ
る
こ
と
が

出
来
る
か
ど
う
か
は
私
た
ち
の

こ
れ
か
ら
次
第
だ
。若
者
グ
ル

ー
プ
「
エ
キ
タ
ス
」は
、数
年
前

か
ら
最
賃
１
５
０
０
円
が
実
現

し
た
ら
何
を
し
た
い
か
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
募
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、「
モ
ヤ
シ
ば
か
り
で

な
く
鶏
肉
も
食
べ
た
い
」「
帰
省

時
に
夜
行
バ
ス
で
な
く
、新
幹

線
で
帰
っ
て
み
た
い
」な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、最
も
多

か
っ
た
の
が
「
病
院
に
行
き
た

い
」だ
っ
た
。〝
大
半
は
地
獄
の

よ
う
な
環
境
で
何
と
か
生
き
て

い
る
〞こ
の
悲
痛
な
叫
び
を
前

に
、の
ん
び
り
構
え
て
い
る
余

裕
な
ど
な
い
。　
　
　
（
詔
隆
）

三
〇
〇
〇
万
人
署
名

一
三
五
〇
万
筆
を
国
会
提
出

　

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
は
６
月
７

　
県
労
連
・
県
学
習
協
共
催
の

「
憲
法
っ
て
何
？
日
本
国
憲
法

を
基
礎
の
基
礎
か
ら
学
ぶ
連
続

学
習
会
」
を
、
６
月
12
日
か
ら

連
続
５
回
、
毎
週
火
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
、
奥
村
榮

県
労
連
議
長
で
、

１
９
４
７
年
に
発
行
さ

れ
た
「
あ
た
ら
し
い
憲

法
の
は
な
し
」
に
沿
っ

て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
冊
子
は
、
新

生
中
学
校
の
１
年
生
向

け
に
社
会
科
教
科
書
と

し
て
発
行
さ
れ
た
も
の

で
す
。
文
部
省
は
、
政

府
の
反
動
化
路
線
へ
の

転
換
に
よ
っ
て
、
こ
の

教
科
書
を
１
９
５
１
年

日
、
「
３
０
０
０

万
人
署
名
」
１
３

５
０
万
筆
を
第
１

次
分
と
し
て
国
会

に
提
出
し
ま
し

た
。
提
出
集
会
に

は
市
民
や
諸
団

体
、
野
党
４
党
と

２
会
派
が
参
加
、

約
６
か
月
で
１
３

５
０
万
筆
に
到
達

し
た
こ
と
は
運
動

の
成
果
で
あ
り
、

３
０
０
０
万
筆
を

集
め
、
安
倍
内
閣

を
退
陣
さ
せ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

６
月
10
日
、
雨
の
中
、
国
会

前
で
安
倍
政
権
の
退
陣
を
求
め

る
集
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
２
万
７
千
人
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
集
会
は
23
団
体
に
よ

る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も

五
回
連
続
の

憲
法
講
座

三
八
地
労
連

大
会
開
催

「
働
き
方
改
革
」

シ
ン
ポ

に
廃
止
し
ま
し
た
。
こ
の
教
科

書
で
は
、
戦
力
の
放
棄
に
つ
い

て
、
「
み
な
さ
ん
は
、
け
っ
し

て
心
ぼ
そ
く
思
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
は
正
し
い
こ
と

を
、
ほ
か
の
国
よ
り
さ
き
に
お

こ
な
っ
た
の
で
す
。
世
の
中

に
、
正
し
い
こ
と
ぐ
ら
い
強
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

の
で
、
参
加
者

は
、
市
民
と
野
党

共
闘
で
安
倍
９
条

改
憲
阻
止
、
安
倍

政
権
の
退
陣
を
求

め
ま
し
た
。

　

青
森
市
で
は
、

中
央
の
集
会
に
連

帯
し
て
、
青
森
市

民
集
会
が
開
催
さ

れ
、
80
人
余
が
参

加
し
ま
し
た
。
県

９
条
の
会
や
県
労

連
な
ど
11
団
体
が

　
安
倍
首
相
は
、「
非
正
規
と

言
う
言
葉
を
こ
の
国
か
ら
一
掃

す
る
」「
長
時
間
労
働
を
是
正

す
る
」「
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
実
現
」
を
謳
い
文
句
に
真

逆
の
「
働
き
方
改
革
一
括
法

案
」
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
全
労
連
と
連
合
も
反
対

し
て
い
る
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
は
、「
残
業

代
ゼ
ロ
法
案
」「
過
労
死
促
進

法
案
」
と
も
言
わ
れ
、
日
弁
連

や
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

等
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
し
て
い
ま

す
。
マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
も

６
割
が
今
国
会
で
の
成
立
に
反

対
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
２
日
、
県
労
連
と
県
革

新
懇
（
事
務
局
・
県
教
組
）
は
、

青
森
市
で
「
働
き
方
改
革
」
を

か
ん
が
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
、
34
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
民
青
同
盟
赤
平
加

奈
恵
委
員
長
が
働
き
な
が

ら
学
ぶ
大
学
生
の
実
態
を

告
発
、
店
長
不
在
の
中
、

店
長
代
理
で
働
い
た
た
め

講
義
に
出
席
す
る
こ
と
も

困
難
に
な
り
ア
ル
バ
イ
ト

を
止
め
ざ
る
得
な
く
な
っ

た
と
報
告
し
ま
し
た
。
建

交
労
の
菅
野
雅
臣
書
記
長

は
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長

時
間
労
働
の
苛
酷
さ
を
報

告
、
県
労
連
の
檜
山
康
博

開
い
た
も
の
で
、
共
産
党
や
社

民
党
の
代
表
が
あ
い
さ
つ
、
国

民
民
主
党
の
田
名
部
匡
代
参
院

議
員
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま

し
た
。

市
民
と
５
野
党
も
参
加
し
ま
し
た

事
務
局
長
は
、ま
や
か
し
の「
働

き
改
革
一
括
法
案
」
の
本
質
と

狙
い
、
県
内
の
低
賃
金
の
た
め

時
間
外
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い

る
実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。
　

　
三
八
地
労
連
定
期
大
会
は
６

月
30
日
に
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
代
議
員
、
役
員

な
ど
24
人
が
参
加
し
、
八
医
労

の
佐
々
木
美
音
緒
さ
ん
を
大
会

議
長
に
選
出
し
て
進
め
ま
し
た
。

　
中
道
議
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
八
戸
医
療
生
協
理
事
長
に
就

任
し
た
こ
と
を
報
告
、
運
動
の

分
野
は
異
な
る
が
、
こ
れ
か
ら

も
地
労
連
を
応
援
し
て
い
く
と

述
べ
ま
し
た
。

　
県
労
連
檜
山
事
務
局
長
、
日

本
共
産
党
松
田
県
議
の
来
賓
あ

い
さ
つ
を
受
け
、
檜
山
さ
ん
は
、

労
働
法
一
括
法
案
の
強
行
成
立

を
批
判
し
、
松
田
さ
ん
は
、
三

村
県
政
は
評
価
に
値
し
な
い
と

批
判
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
一
括
提
案
さ
れ
、
質

疑
・
討
論
で
９
人
が
発
言
し
ま

し
た
。
予
算
案
の
人
件
費
減
額

に
疑
問
が
出
さ
れ
、
議
事
は
す

べ
て
挙
手
採
決
と
な
り
、
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
選
挙
で
は
、
新
議
長

に
田
村
儀
則
さ
ん
（
高
教
組
）、

幹
事
に
田
端
深
雪
さ
ん
（
県
教

組
）、
会
計
監
査
と
し
て
十
日

市
広
志
さ
ん
（
年
金
者
組
合
）

を
選
出
し
ま
し
た
。
幹
事
の
天

摩
哲
也
さ
ん
（
高
教
組
）
と
会

計
監
査
の
畠
山
和
正
さ
ん
（
年

金
者
組
合
）
は
退
任
と
な
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
山
田
副
議
長
の
音
頭

で
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
三
唱
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。
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第332回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。氏
名
、住
所
、組
合

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。余

白
に
職
場
の
様
子
や
最
近
の

出
来
事
な
ど
を
、お
よ
せ
く

だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

●
締
切
＝
８
月
15
日

●
発
表
＝
９
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
は
欄
外

に
表
記
。「
第
332
回
ま
ち
が
い
さ

が
し
」係
り
ま
で
。

第
330
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》①
ふ
き
な
が
し
の

柄
②
カ
ブ
ト
③
ふ
き
な
が
し

④
上
の
こ
い
の
ぼ
り
の
背
び

れ
⑤
下
の
こ
い
の
ぼ
り
の
尾

び
れ
⑥
下
の
こ
い
の
ぼ
り
の

目
⑦
女
の
子
の
帽
子

《
当
選
者
》７
通
の
応
募
で

し
た
。当
選
者

は
次
の
方
々
で

す
。

今
晴
美
（
ひ
だ

ま
り
）、相
馬
小

百
合
（
健
生
労

組
）、
長
内
一

（
建
交
労
）、山

谷
愛
子
（
ひ
だ

ま
り
）、中
村
龍

平
（
建
交
労
）

月
６
日
、
北
海
道
礼
文
島
を
出

発
、
一
カ
月
か
け
て
函
館
ま
で

行
進
、
青
森
に
到
着
し
ま
し

た
。
通
し
行
進
者
の
山
口
逸
郎

（
86
）、
旧
浪
岡
町
出
身
の
山
内

金
久
（
69
）、
栖

原
秀
夫
（
68
）
さ

ん
は
、
元
気
に
決

意
表
明
を
し
ま
し

た
。

　

谷
崎
県
原
水
協

会
長
は
、
日
本
が

核
兵
器
禁
止
条
約

に
署
名
す
る
よ
う

全
力
を
挙
げ
よ
う

と
訴
え
ま
し
た
。

県
原
爆
被
害
者
の

会
の
藤
田
和
矩
会

長
は
、「
県
内
在

　

６
月
３
日
、
青
森
市
平
和
公

園
で
、
18
年
国
民
平
和
大
行
進

の
引
継
ぎ
集
会
が
開
催
さ
れ
、

市
民
な
ど
２
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
平
和
大
行
進
は
、
５

安
倍
晋
三
と
い
う
よ
り

安
倍
ね
つ
造
総
理
、
麻
生
副
総

理
と
い
う
嘘
、
も
し
く
は
「
恥

的
レ
ベ
ル
」「
痴
的
レ
ベ
ル
」

に
恐
れ
入
る
。
一
言
一
言
発
言

す
る
た
び
に
、
二
人
の
脳
の
液

状
化
、
お
花
畑
化
が
世
界
に
発

信
さ
れ
、
国
民
の
知
的
レ
ベ
ル

ま
で
疑
わ
れ
る
。「
ア
ベ
政
権
」

に
よ
り
こ
の
「
美
し
い
国
」
が

土
台
か
ら
崩
れ
か
か
っ
て
い

る
。（
長
内
一
・
建
交
労
）

４
月
に
65
歳
に
な
り

６
月
か
ら
の
年
金
は
満
額
支
給

に
な
り
ま
す
。
増
え
た
年
金
は

４
人
の
孫
の
た
め
に
消
え
て
行

き
そ
う
で
す
が
、
た
ま
に
は
夫

婦
で
外
食
で
も
楽
し
み
た
い
と

思
う
の
は
私
の
方
だ
け
の
よ
う

で
、
か
な
り
切
な
い
気
持
ち
の

今
日
こ
の
頃
で
す
。 

（
中
道
博

章
・
年
金
者
組
合
）

危
機
管
理
が

出
来
て
な
い
の
に
危
機
管
理
学

部
が
あ
る
日
大
！
そ
こ
の
学
生

サ
ン
が
気
の
毒
（
細
川
弘
彦
・

年
金
者
組
合
）

目
に
や
さ
し
い

新
緑
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

我
が
家
は
雑
草
の
緑
で
た
い
へ

ん
で
す
。（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま

り
）

暑
い
だ
か

寒
い
ん
だ
か
、
お
か
し
な
天
気

が
く
り
返
し
て
い
ま
す
。（
中

村
龍
平
・
建
交
労
）

　

６
月
２
日
、
陸
上
自
衛
隊
第

９
師
団
が
青
森
市
繁
華
街
で
広

報
活
動
の
一
環
と
し
て
軍
事
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。
自

衛
隊
員
300
名
、
車
両
60
台
、
海

上
・
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
が
参

加
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
戦
闘

機
な
ど
10
機
が
頭
上
を
飛
行
し

ま
し
た
。
青
い
海
公
園
で
は
、

海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
・
陸

上
自
衛
隊
第
9
音
楽
隊
の
演
奏

会
が
行
わ
れ
、
翌
日
は
青
森
駐

屯
地
で
降
下
訓
練
や
戦
車
試
乗

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

弘
前
市
で
も
例
年
秋
に
、
陸

上
自
衛
隊
弘
前
駐
屯
地
が
軍
事

パ
レ
―
ド
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

安
倍
首
相
は
、
毎
年

１
４
０
０
億
円
も
の
自
然
増
分

通
し
行
進
者
を
先
頭
に
行
進

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
を

ー
国
民
平
和
大
行
進
引
き
継
ぎ
集
会
ー

住
の
被
爆
者
は
49
名
で
平
均
年

齢
が
83
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
核
兵
器
廃
絶

ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。
青
森

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。集
会
の
最
後
に「
原

爆
を
許
す
ま
じ
」
を
全
員
で
合

唱
し
た
後
、
通
し
行
進
者
を
先

頭
に
４
㎞
の
道
の
り
を
１
時
間

余
に
わ
た
っ
て
行
進
、
道
行
く

市
民
に
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
ま

し
た
。

60
名
が
参
加
し
た
総
会

県
へ
の
申
し
入
れ
行
動

青
森
市
内
で
の
軍
事
パ
レ
ー
ド

　

６
月
16
日
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
立
地
反
対
連
絡
会
議
の

学
習
会
・
総
会
が
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
60
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、
岩
井

孝
氏
（
日
本
科
学
者
会
議
原
子

力
問
題
研
究
委
員
会
委
員
長
）

が
、
「
24
回
の
延
期
、
八
方
ふ

が
り
の
核
燃
サ
イ
ク
ル
」
の
テ

ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。

　

岩
井
氏
は
、
核
燃
サ
イ
ク
ル

の
要
で
あ
る
高
速
増
殖
炉
「
も

ん
じ
ゅ
」
が
、
１
兆
円
も
か
け

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
が
廃

炉
を
決
定
、
名
称
を
「
高
速
炉

開
発
」
と
変
え
な
が
ら
、
核
燃

サ
イ
ク
ル
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
を
批
判
、
原
発
再
稼
働
と
核

燃
サ
イ
ク
ル
か
ら
撤
退
す
べ
き

と
訴
え
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
「
原
発
・
核
燃
か

ら
の
撤
退
へ
の
合
意
形
成
へ
」

を
盛
り
込
ん
だ
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

す
べ
き
で
す
。

　

平
和
委
員
会
や
県
労
連
な
ど

30
名
が
参
加
し
て
抗
議
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

の
社
会
保
障
費
を

削
減
す
る
一
方
、

過
去
最
高
の
軍
事

費
５
兆
２
千
億
円

の
予
算
を
組
ん
で

い
ま
す
。

　

Ｆ
35
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
42
機
と
無

人
偵
察
機
グ
ロ
ー

バ
ル
ホ
ー
ク
３
機

を
購
入
、
三
沢
基

地
へ
の
配
備
や
無

用
な
軍
事
パ
レ
ー

ド
を
止
め
て
教
育

や
社
会
保
障
に
廻

青
森
市
内
で
の

軍
事
パ
レ
ー
ド

核
燃
サ
イ
ク
ル

か
ら
撤
退
を

最
賃
大
幅
引
き
上
げ
で

人
口
流
出
止
め
よ
う

　

全
労
連
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
最
賃
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
今
年

も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
５
月

27
日
に
秋
田
市
で
出
発
集
会
を

開
催
し
、
東
北
・
北
海
道
を
一

巡
し
、
労
働
局
や
県
へ
の
要

請
、
経
営
者
団
体
と
の
懇
談
等

を
実
施
し
、
最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
と
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
の
確
立
な
ど
を
要
請
し

ま
し
た
。
青
森
行
動
は
、
５
月

29
日
に
取
組
ま
れ
、
北
海
道
、

岩
手
、
山
形
の
各
県
・
道
労
連

の
代
表
が
支
援
に
駆
け
つ
け
、

青
森
労
働
局
及
び
青
森
県
へ
の

要
請
で
は
、
①
２
０
１
０
年
の

政
労
使
合
意
の
確
実
な
実
施
、

②
最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差
の

縮
小
、
③
中
小
企
業
へ
の
支
援

の
強
化
、
④
最
低
賃
金
決
定
に

係
る
生
計
費
原
則
の
徹
底
、
⑤

審
議
会
委
員
の
公
正
な
選
出
、

⑥
審
議
会
の
全
面
公
開
な
ど
を

訴
え
ま
し
た
。
青
森
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
は
、
７
月
５
日
に

審
議
が
始
ま
り
ま
す
が
、
中
央

最
低
賃
金
審
議
会
で
示
さ
れ
る

目
安
は
3
％
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

青森県労連
第30回定期大会
と　き 8 月 25 日 ㈯ 10 時
ところ 青森市・アピオ
大会の告示はこれからです
が、代議員の確保をよろし
くお願いします。


